
参考資料３ 

エコツーリズム推進法とは 

 
１．エコツーリズム推進法の目的 

 ・目   的：エコツーリズムを通じて、自然環境を保全し、後世に伝えていくこと。 

・４つの理念：①自然環境の保全、②観光振興、③地域振興、④環境教育  

⇒ これらの両立を図ることが重要 

 

２．エコツーリズム推進法の仕組み                                

・ 市町村が主体となり、関係機関・団体から構成される協議会を設置 

・ 同協議会において、同法に規定されるエコツーリズム推進全体構想を作成 

 

 
 
 

 
《屋久島町の場合》 
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・ 自分たちの地域で自然観光資源をどのように守り、利用していくのか等をまとめた構想 

・ 特に保護したい資源については、「特定自然観光資源」に指定することで、各種行為を法的に

規制することが可能。 

 



 

３．エコツーリズム推進法でできること  

 

 

 

 

 

 

 全体構想で特定自然観光資源に指定すると、①、②が実施できる。 

 

①行為規制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特定自然観光資源の汚損、損傷等、観光者に著しく迷惑をかける行為を法的に規制。 

 上記以外の特定自然観光資源を保護する上で特に重要・必要な行為について、屋久島町が別

途条例で定めることにより法的に規制。 

 

 

 

②立入制限 

 

 

 

 

 

 

 

 

 屋久島町が特定自然観光資源の所在する区域への立入りを法的に規制することができる。 

 立入りの承認基準は、屋久島町が作成し、公表する。 

 
 

◆ウミガメのフラッシュ撮影や浜でのライト使用などを法的に規制できる。 

 

◆ウミガメシーズンの夜間、永田浜への立ち入りを制限できる。 

（特定自然観光資源の指定）※抜粋 

第８条 全体構想について第六条第二項の認定を受けた市町村（第十二条を除き、以下

単に「市町村」という。）の長（以下単に「市町村長」という。）は、認定全体構想に

従い、観光旅行者その他の者の活動により損なわれるおそれがある自然観光資源（風俗

慣習その他の無形の観光資源を除く。以下この項において同じ。）であって、保護のた

めの措置を講ずる必要があるものを、特定自然観光資源として指定することができる。 

（特定自然観光資源に関する規制）※抜粋 

第９条  特定自然観光資源の所在する区域内においては、何人も、みだりに次に掲げる

行為をしてはならない。  

一  特定自然観光資源を汚損し、損傷し、又は除去すること。  

二  観光旅行者その他の者に著しく不快の念を起こさせるような方法で、ごみその他の

汚物又は廃物を捨て、又は放置すること。  

三  著しく悪臭を発散させ、音響機器等により著しく騒音を発し、展望所、休憩所等を

ほしいままに占拠し、その他観光旅行者その他の者に著しく迷惑をかけること。  

四  前三号に掲げるもののほか、特定自然観光資源を損なうおそれのある行為として認

定全体構想に従い市町村の条例で定める行為  

 

（特定自然観光資源に関する規制）※抜粋 

第１０ 市町村長は、認定全体構想に従い、第八条第一項の規定により指定した特定自

然観光資源が多数の観光旅行者その他の者の活動により著しく損なわれるおそれがあ

ると認めるときは、主務省令で定めるところにより、当該特定自然観光資源の所在する

区域への立入りにつきあらかじめ当該市町村長の承認を受けるべき旨の制限をするこ

とができる。 

３  第一項の承認は、立ち入ろうとする者の数について、市町村長が定める数の範囲

内において行うものとする。  

 


